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１． 研究の背景と目的 

交通は活動の派生需要であるという性質を理解する

ためにアクティビティダイアリー(AD)調査が考案され

たが、AD調査は記録すべき量が多く記録負荷が大きい

ことや、記録の際に被験者自身の記憶に頼って記録さ

れると考えられ、精度的にも問題があると思われる。 

また、従来の交通行動調査の記録媒体は用紙媒体が

メインである。用紙媒体を用いた調査は、回答の電子

化に時間や費用がかかる等の問題があり、これらの問

題の解決のために、情報通信機器を用いた調査に注目

が集まっている。本研究では、情報通信機器のうち、

近年携帯電話の普及と高機能化が著しいこと、および

携帯電話は常に持ち歩くものであるという性質に着目

し、携帯電話向けのAD調査アプリケーションを作成す

ること、及び実際に調査を行うことで、記録精度や被

験者への負荷の評価、アプリケーションが被験者に与

える影響等を評価することを目的とする。なお、調査

においては携帯電話は被験者自身の所有するものを使

用するという想定でアプリケーションを作成している。 

 

２． 作成アプリケーションの概要 

 本研究で作成したJavaｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝは、KDDI社(au)の

GPS搭載携帯電話向けで、概要は以下の通りである。

まず、AD調査項目や通信調査項目を画面に表示し（図

1）、被験者の記録した内容を端末内に一時的に保存す

る。一度活動を保存すると、次に記録画面を呼び出し

た際に、先に入力した終了時刻が自動的に活動開始時

刻の初期値として入力されるようになっている。保存

の際には記録を保存した時刻も分単位で同時に記録す

る。蓄積されたデータは被験者の操作によりEメールで

指定された宛先に送信する。未送信のデータについて

は、被験者の操作により記録の確認や削除が行える。

また、GPS位置情報を起動直後からアプリケーション

終了まで定期的に自動取得し、指定したサーバに送信

する。測位間隔は通信費と電池の消費を考慮し10分と

している。指定した記録項目の調査のみであれば携帯

電話に搭載されているwebブラウザを用いることも可

能だが、ブラウザでは位置情報の定期取得ができない

ため、本研究ではアプリケーションを用いている。調

査中はアプリケーションを常時起動することになるが、

電話やメールの着信等は通常通り行える。アプリケー

ションを用いることで電池消費が激しくなるが、被験

者がいつでも最低限の通信はできるよう、電池残量が

少なくなると調査アプリケーションは自動終了するよ

うにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 携帯電話上の表示 

 

３． 調査概要 

 本研究では実際に作成したアプリケーションを使用

して実験調査を行っている。実験調査の詳細は表 1 に

示す。実験調査の記録媒体としては、比較のため携帯

電話と用紙媒体を併用しているが、記録内容はほぼ同

じである。また用紙媒体についてはいつ調査用紙に記

入したかについても記録するよう求めた。なお、アプ

リケーションが動作する携帯電話を所有する被験者は

自身の携帯電話を使用してもらい、非所有者は研究室

で契約した携帯電話を貸し出した。 

表 1 調査概要 

 

４． 調査結果概要 

 4-1.被験者属性 

調査期間 2004年1月中の指定の２日間 

調査内容 
１日目：AD 調査 

２日目：AD 調査＋通信記録調査 

記録媒体 携帯電話アプリケーションと調査用紙 

調査票配布方法 訪問配布または郵送配布 

配布／回収数 貸出：３０名／３０名 自前：８名／６名 

キーワード：携帯電話、アクティビティダイアリー調査  

連絡先：〒113-8656 東京都文京区本郷 7-3-1, Tel.03-5841-6234, Fax03-5841-8527 
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 被験者は東京大学都市工学科の4年生(当時)が中心と

なっている。36名中33名が20代、3名が30代である。

また、男性31名、女性5名である。携帯電話使用歴は平

均で4.9年となっている。 

 

 4-2.調査結果分析 

・記録頻度の増加と記録タイムラグ 

2日間の記録回数が判明している26サンプルについ

て携帯電話と調査用紙の記録回数を見ると、用紙への

記録回数が携帯電話への記録回数を上回ったサンプル

は存在せず、2日間の平均記録回数が4.2回から16.2回に

増加するなど、携帯電話の方が頻繁に記録されている

ことがわかった。 

・活動終了から記録までの記録時間差 

記録された活動終了時刻から調査用紙や携帯電話に

記録されるまでの時間差を「記録時間差」と定義し、

両媒体についてみた結果、用紙媒体では記録時間差601

分以上の活動が全活動の26.6%と最も多かったのに対

し、携帯電話では記録時間差5分以下の活動が全活動の

39.6%を占め、平均記録時間差も445分から87分に短縮

した。記録時間差の減少は記憶が新しいうちに記録さ

れたことを意味し、精度の向上につながるものと考え

られる（図2）。なお、図2で「0分未満」はある活動の

終了前に被験者がその活動を記録したことを意味する。 
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図2 記録媒体と記録時間差別活動数累計割合 

 

・被験者の記録に対する負荷 

被験者への負荷の目安として、体感記録時間を尋ね、

その大小関係からどちらが被験者にとってより負担だ

ったかを聞いた結果、2日目には47.2%の被験者が携帯

電話の方が時間がかかったと回答しており、やや携帯

電話の方が負荷が高かったことが伺える。体感記録時

間と携帯電話使用歴について相関を見ると、はっきり

とした相関はないが、携帯電話使用歴が長いほど用紙

媒体の方がより記録に要する時間が短いと感じる傾向

が伺える。年齢が上がるほど携帯電話の操作に対する

抵抗が大きくなることによるものと推測される。 

・アプリケーション常時起動による影響 

調査アプリケーションの常時起動による活動や通信

への影響の有無を尋ねたところ、活動については33%、

通信については19%の被験者が「影響がある」と回答し

ている。具体的には、活動への影響として行動範囲の

狭小化、通信への影響として不要不急の通信や長時間

の通信を控えるといったものであった。この原因はア

プリケーションの常時起動により電池消費が激しくな

り(6時間程度しか持たない)、被験者は常に充電を意識

して行動や通信を行わざるを得ないことによるもので

ある。また、調査アプリケーションを一度中断しない

と被験者が通話（発信）やメール送信ができないこと

から、操作が面倒で通信を控えた被験者もいた。 

 

4-3.発生した問題 

実際に調査を行ったところ、記録の送られてこない

被験者数が用紙媒体より多い、不完全な記録（抜け落

ち）が多いという2つの問題が発生した。 

前者は、把握できた限りでは「記録するのが面倒」

「記録しようとしたら電池切れだった」という理由で

あった。本研究では調査の2日間とも用紙媒体と携帯電

話での記録を併用したことも一因と思われる。 

後者に関しては、ある時点以降全く記録されないと

いう事態が目立った。携帯電話を用いると一覧性が低

く、記録の確認ができるとはいえどこまで記録したか

が一目ではわかりにくいこと、および携帯電話では調

査日全体としての記録例を示しにくく、どこまで記録

すればいいかという点を被験者が把握しにくいことが

原因と考えられる。 

 

５． 結論と今後の課題 

本研究により、AD調査の記録媒体として携帯電話を

用いることにより、記録頻度上昇や活動から記録まで

の時間差減少等の効果があったこと、アプリケーショ

ン常時起動方式は被験者の活動等に影響を与えること、

携帯電話への記録は負荷がやや高いことを確認した。 

今後の課題としては以下のようなものがある。 

・バッテリー消費を考慮した調査手法の再検討 

・アプリケーションの機能や記録内容の見直し 

・通信費用の問題への対処 
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